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1. 2023年5月期の連結業績（2022年6月1日～2023年5月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年5月期 64,825 16.4 762 452.3 820 252.0 424 ―

2022年5月期 55,692 2.9 137 △42.4 232 △41.1 17 ―

（注）包括利益 2023年5月期　　466百万円 （―％） 2022年5月期　　18百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年5月期 31.33 ― 8.8 4.3 1.2

2022年5月期 1.30 ― 0.4 1.4 0.2

（参考） 持分法投資損益 2023年5月期 ―百万円 2022年5月期 ―百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年5月期 20,499 5,406 26.4 368.20

2022年5月期 17,918 4,247 23.7 320.56

（参考） 自己資本 2023年5月期 5,406百万円 2022年5月期 4,247百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2023年5月期 685 △1,213 875 629

2022年5月期 312 △473 155 282

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年5月期 ― 4.50 ― 4.50 9.00 119 689.8 2.8

2023年5月期 ― 4.50 ― 5.50 10.00 140 31.9 2.9

2024年5月期(予想) ― 5.50 ― 5.50 11.00 29.4

3. 2024年 5月期の連結業績予想（2023年 6月 1日～2024年 5月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 34,100 10.6 220 33.9 250 30.3 130 37.1 8.85

通期 70,300 8.4 820 7.6 880 7.3 550 29.6 37.46
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※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　有

④ 修正再表示 　：　無

（注）詳細は、添付資料11ページ「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）及び（会計上の見積りの変更）」
をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年5月期 14,883,300 株 2022年5月期 13,450,800 株

② 期末自己株式数 2023年5月期 200,012 株 2022年5月期 200,012 株

③ 期中平均株式数 2023年5月期 13,539,713 株 2022年5月期 13,250,788 株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

 (1）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が和らぐもとで経済社会活動の正常化

が進み、個人消費の持ち直しをはじめ景気は緩やかな回復基調で推移しました。しかしながら、円安傾向の継続、

ロシア・ウクライナ情勢に起因する世界的な資源・原材料価格の高騰など、先行きは依然として不透明な状況が続

いております。

　当社グループの主要販売先である外食産業におきましては、仕入価格や物流費等の上昇が継続しているものの、

行動制限が解除されたことに伴い客足は回復傾向にあり、今後はインバウンド需要が回復していくことも期待され

ております。

　このような環境のなか、当社グループでは業務用食品等の卸売事業である「外商事業」において、既存得意先と

の深耕を図るとともに、多様な外食産業に対する新規開拓に注力してまいりました。また、業務用食品等の小売事

業である「アミカ事業」において、新規店舗を開業するとともに、品揃えの充実化や営業活動の強化など、来店客

数の増加に向けた取り組みを進めてまいりました。

　両事業におきましては、収益性の向上を図るため、当社プライベートブランド商品である「Ｏ！Ｍａｒｃｈｅ

（オーマルシェ）」、「プロの選択」や業務用食品販売事業者の共同オリジナルブランド商品である「ＪＦＤＡ

（ジェフダ）」の販売強化と全社的な業務の効率化を継続して行ってまいりました。

　さらに、水産品の卸売事業である「水産品事業」では、連結子会社である株式会社マリンデリカにおいて、既存

得意先との深耕を図るとともに、輸出販売の推進や新規開拓の強化に取り組んでまいりました。

　この結果、当連結会計年度の売上高は648億25百万円（前期比16.4％増）、営業利益は７億62百万円（前期比

452.3％増）、経常利益は８億20百万円（前期比252.0％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は４億24百万円

（前期比４億６百万円増）となりました。

 (2）当期の財政状態の概況

　当連結会計年度末の資産残高につきましては、前連結会計年度末と比較して現金及び預金が３億46百万円、売掛

金が９億73百万円、商品が３億45百万円増加したこと等により、流動資産は全体で17億69百万円増加しました。一

方固定資産は、建設仮勘定が５億83百万円、投資有価証券が１億77百万円増加したこと等により、全体で８億12百

万円増加しました。その結果、資産総額は前連結会計年度末と比較して25億81百万円増加し、204億99百万円とな

りました。

　負債残高につきましては、前連結会計年度末と比較して支払手形及び買掛金が７億74百万円、１年内返済予定の

長期借入金が２億35百万円増加したこと等により、流動負債が全体で13億73百万円増加しました。一方固定負債

は、リース債務が78百万円増加したこと等により、全体で49百万円増加しました。その結果、負債総額は前連結会

計年度末と比較して14億22百万円増加し、150億93百万円となりました。

　純資産残高につきましては、増資により資本金が４億５百万円、資本剰余金が４億５百万円増加したこと、利益

剰余金が３億４百万円増加したこと等により、11億58百万円増加し、54億６百万円となりました。

 (3）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における営業活動によるキャッシュ・フローは６億85百万円の収入（前連結会計年度は３億12百

万円の収入）となりました。これは、売上債権の増加９億71百万円があったものの、税金等調整前当期純利益６億

66百万円、減価償却費４億65百万円の計上、仕入債務の増加７億74百万円等によるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フローは12億13百万円の支出（前連結会計年度は４億73百万円の支出）となりまし

た。これは、有形固定資産の取得による支出９億35百万円、投資有価証券の取得による支出３億３百万円等による

ものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローは８億75百万円の収入（前連結会計年度は１億55百万円の収入）となりまし

た。これは、長期借入金の返済による支出９億66百万円があったものの、長期借入れによる収入11億50百万円、株

式の発行による収入８億11百万円等によるものであります。

これらに換算差額を合わせた結果、現金及び現金同等物は前連結会計年度末に比べ３億46百万円増加し、６億29

百万円となりました。
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 (4）今後の見通し

　今後の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が５類に移行されたことに伴い、

感染対策の大幅な緩和により外出機会が増え、人流も一層増加することが見込まれるなど、外食産業を取り巻く環

境は改善していくことを想定しております。

　このような状況のもと、当社グループは、①お客様、お取引先との信頼関係をより深めていく、②社内環境の整

備と合理化・効率化を図っていく、③食に関するプロとしての責任と誇りを持ち社会に奉仕するという基本方針に

基づき、多様化するお客様のニーズにお応えすることにより、市場の深耕を図り、一層の経営基盤の強化と企業価

値の向上に努めてまいります。

　次期（2024年５月期）の業績につきましては、売上高703億円、営業利益８億20百万円、経常利益８億80百万

円、親会社株主に帰属する当期純利益５億50百万円を予想しております。

　なお、上記に記載した将来に関する記述につきましては、当社グループが現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいて判断したものでありますが、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性が

あります。

 (5）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主の皆様への利益還元を経営の最重要課題のひとつとして認識しており、中長期的な企業価値の増大

が利益還元の最大の源泉になるものと考えております。配当政策につきましては、将来の企業価値の増大に向けた

事業展開のための内部留保を図るとともに、当社の財務状況、収益動向及び配当性向等を総合的に判断しつつ、継

続的かつ安定的な配当を年２回行うことを基本的な方針としております。

当期の配当につきましては、継続的かつ安定的な配当という基本方針の下、今後の経営環境等を総合的に勘案し

た結果、１株当たりの期末配当金は５円50銭を予定しております。これにより、当期の年間配当金は１株当たり10

円となる予定です。

次期の配当につきましては、上記基本方針の下、１株当たりの中間配当金を５円50銭、期末配当金を５円50銭と

し年間11円を予定しております。

内部留保資金の使途につきましては、新店舗への投資、人材確保・育成投資、及び物流・販売拠点整備投資並び

に経営管理機構の強化等中長期的な企業価値の増大を図るための先行投資に投入していくこととしております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループの利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、海外からの資金調達の必要性が乏し

いため、会計基準につきましては日本基準を適用しております。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年５月31日)

当連結会計年度
(2023年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 282,763 629,735

受取手形 3,611 1,478

売掛金 5,008,765 5,982,629

有価証券 50,175 121,881

商品 4,266,682 4,612,669

貯蔵品 65,218 80,278

その他 1,114,006 1,134,621

貸倒引当金 △1,980 △4,558

流動資産合計 10,789,241 12,558,736

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,249,171 3,213,174

機械及び装置（純額） 311,526 372,216

土地 308,558 289,315

リース資産（純額） 262,394 335,620

建設仮勘定 － 583,320

その他（純額） 245,524 227,515

有形固定資産合計 4,377,175 5,021,162

無形固定資産 23,188 23,436

投資その他の資産

投資有価証券 878,140 1,055,607

繰延税金資産 259,393 260,213

その他 1,603,653 1,588,794

貸倒引当金 △12,733 △8,221

投資その他の資産合計 2,728,453 2,896,393

固定資産合計 7,128,817 7,940,991

資産合計 17,918,058 20,499,727

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年５月31日)

当連結会計年度
(2023年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,890,374 6,665,257

短期借入金 1,839,500 1,894,000

１年内返済予定の長期借入金 900,240 1,136,124

リース債務 52,001 50,852

未払金 869,244 1,030,802

未払法人税等 119,193 240,194

賞与引当金 225,970 243,837

ポイント引当金 25,354 28,851

その他 169,379 174,941

流動負債合計 10,091,259 11,464,861

固定負債

長期借入金 1,950,006 1,897,214

リース債務 257,897 336,393

役員退職慰労引当金 298,591 306,983

退職給付に係る負債 428,385 423,734

資産除去債務 484,957 514,809

その他 159,350 149,350

固定負債合計 3,579,189 3,628,486

負債合計 13,670,448 15,093,347

純資産の部

株主資本

資本金 1,076,372 1,482,063

資本剰余金 980,171 1,385,862

利益剰余金 2,167,322 2,472,294

自己株式 △33,904 △33,904

株主資本合計 4,189,962 5,306,316

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 69,721 82,840

繰延ヘッジ損益 △20,372 408

退職給付に係る調整累計額 8,299 16,814

その他の包括利益累計額合計 57,647 100,063

純資産合計 4,247,610 5,406,380

負債純資産合計 17,918,058 20,499,727
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自　2021年６月１日
　至　2022年５月31日)

当連結会計年度
(自　2022年６月１日

　至　2023年５月31日)

売上高 55,692,613 64,825,518

売上原価 44,807,133 52,434,914

売上総利益 10,885,480 12,390,604

販売費及び一般管理費 10,747,508 11,628,526

営業利益 137,972 762,077

営業外収益

受取利息 11,826 12,231

受取配当金 8,251 7,779

受取賃貸料 90,438 94,293

受取手数料 20,621 21,670

助成金収入 51,343 729

その他 13,526 20,761

営業外収益合計 196,008 157,465

営業外費用

支払利息 20,660 20,855

賃貸費用 69,111 69,097

固定資産除売却損 2,173 5,708

その他 9,085 3,861

営業外費用合計 101,030 99,522

経常利益 232,950 820,021

特別利益

国庫補助金 － 29,260

特別利益合計 － 29,260

特別損失

減損損失 67,974 98,391

投資有価証券売却損 3,233 －

投資有価証券評価損 71,016 19,796

損害賠償金 － 35,000

固定資産圧縮損 － 29,260

特別損失合計 142,224 182,447

税金等調整前当期純利益 90,725 666,833

法人税、住民税及び事業税 107,412 251,873

法人税等調整額 △33,975 △9,268

法人税等合計 73,436 242,604

当期純利益 17,289 424,228

親会社株主に帰属する当期純利益 17,289 424,228

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自　2021年６月１日
　至　2022年５月31日)

当連結会計年度
(自　2022年６月１日

　至　2023年５月31日)

当期純利益 17,289 424,228

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 16,067 13,119

繰延ヘッジ損益 △19,548 20,781

退職給付に係る調整額 4,337 8,515

その他の包括利益合計 856 42,416

包括利益 18,145 466,645

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 18,145 466,645

（連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,076,372 980,171 2,269,290 △33,904 4,291,930

当期変動額

剰余金の配当 △119,257 △119,257

親会社株主に帰属する当期
純利益

17,289 17,289

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － － △101,967 － △101,967

当期末残高 1,076,372 980,171 2,167,322 △33,904 4,189,962

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券評価
差額金

繰延ヘッジ損益
退職給付に係る調整
累計額

その他の包括利益累
計額合計

当期首残高 53,653 △823 3,961 56,791 4,348,721

当期変動額

剰余金の配当 △119,257

親会社株主に帰属する当期
純利益

17,289

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

16,067 △19,548 4,337 856 856

当期変動額合計 16,067 △19,548 4,337 856 △101,111

当期末残高 69,721 △20,372 8,299 57,647 4,247,610

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2021年６月１日　至　2022年５月31日）
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（単位：千円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,076,372 980,171 2,167,322 △33,904 4,189,962

当期変動額

新株の発行 405,691 405,691 811,382

剰余金の配当 △119,257 △119,257

親会社株主に帰属する当期
純利益

424,228 424,228

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 405,691 405,691 304,971 － 1,116,353

当期末残高 1,482,063 1,385,862 2,472,294 △33,904 5,306,316

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券評価
差額金

繰延ヘッジ損益
退職給付に係る調整
累計額

その他の包括利益累
計額合計

当期首残高 69,721 △20,372 8,299 57,647 4,247,610

当期変動額

新株の発行 811,382

剰余金の配当 △119,257

親会社株主に帰属する当期
純利益

424,228

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

13,119 20,781 8,515 42,416 42,416

当期変動額合計 13,119 20,781 8,515 42,416 1,158,770

当期末残高 82,840 408 16,814 100,063 5,406,380

当連結会計年度（自　2022年６月１日　至　2023年５月31日）
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自　2021年６月１日
　至　2022年５月31日)

当連結会計年度
(自　2022年６月１日

　至　2023年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 90,725 666,833

減価償却費 471,353 465,012

減損損失 67,974 98,391

損害賠償金 － 35,000

投資有価証券評価損益（△は益） 71,016 19,796

貸倒引当金の増減額（△は減少） △456,649 △1,934

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,521 17,866

ポイント引当金の増減額（△は減少） 3,462 3,496

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 12,840 8,392

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 13,793 7,500

受取利息及び受取配当金 △20,077 △20,011

助成金収入 △51,343 △729

支払利息 20,660 20,855

国庫補助金 － △29,260

固定資産圧縮損 － 29,260

固定資産除売却損益（△は益） 2,173 5,708

投資有価証券売却損益（△は益） 3,233 －

売上債権の増減額（△は増加） △1,210,567 △971,730

破産更生債権等の増減額（△は増加） 454,857 －

棚卸資産の増減額（△は増加） △796,530 △361,047

仕入債務の増減額（△は減少） 1,267,675 774,882

未払消費税等の増減額（△は減少） △56,991 26,104

その他 314,529 36,181

小計 204,656 830,567

利息及び配当金の受取額 14,013 13,751

利息の支払額 △13,858 △13,868

助成金の受取額 70,302 566

国庫補助金の受取額 － 29,260

損害賠償金の支払額 － △35,000

法人税等の支払額 △21,836 △140,221

法人税等の還付額 59,199 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 312,477 685,056

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △359,117 △935,663

無形固定資産の取得による支出 △6,275 △12,017

投資有価証券の取得による支出 △184,446 △303,696

投資有価証券の売却による収入 100,000 －

投資有価証券の償還による収入 180,000 50,000

建設協力金の支払による支出 △130,000 △26,623

敷金及び保証金の差入による支出 △95,001 △10,001

その他 21,806 24,339

投資活動によるキャッシュ・フロー △473,032 △1,213,662

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 246,000 54,500

長期借入れによる収入 1,000,000 1,150,000

長期借入金の返済による支出 △915,502 △966,908

株式の発行による収入 － 811,382

配当金の支払額 △119,035 △119,609

リース債務の返済による支出 △56,371 △53,835

財務活動によるキャッシュ・フロー 155,091 875,529

現金及び現金同等物に係る換算差額 184 49

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,279 346,972

現金及び現金同等物の期首残高 288,042 282,763

現金及び現金同等物の期末残高 282,763 629,735

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定会計

基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定める経過的

な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしまし

た。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。

（表示方法の変更）

（連結貸借対照表）

　前連結会計年度において、「流動負債」の「その他」に含めていた「未払金」は、金額的重要性が増したため、当連

結会計年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表

の組替えを行っております。

　この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」の「その他」に表示していた1,038,624千円

は、「未払金」869,244千円、「その他」169,379千円として組み替えております。

（会計上の見積りの変更）

（資産除去債務の見積りの変更）

　第１四半期連結会計期間において、不動産賃貸契約に伴う原状回復義務として計上していた資産除去債務について、

退店等の新たな情報の入手に伴い、店舗の退店時に必要とされる原状回復費用に関して、見積りの変更を行いました。

　この見積りの変更による増加額12,085千円を変更前の資産除去債務残高に加算しております。

（追加情報）

新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や収束時期等を含む仮定について、新型コロナウイルス感染症の感染症

法上の分類が５類に移行されたことに伴い、感染対策の大幅な緩和により外出機会が増え、人流も一層増加することが

見込まれるなど、外食産業を取り巻く環境は改善していくと仮定しております。当該仮定は、外食産業に対する営業自

粛等の厳しい要請が出されず、一定の落ち着きを取り戻すという前連結会計年度末の仮定から変更しております。

なお、当該仮定の変更により会計上の見積りを行った結果、重要な変更はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他

（注）１
調整額
（注）２

連結財務諸表
計上額
（注）３外商事業 アミカ事業 水産品事業 計

売上高

外部顧客への売上高 33,038,147 19,960,578 2,678,690 55,677,415 15,197 － 55,692,613

セグメント間の内部

売上高又は振替高
4,763 17,424 98,331 120,519 － △120,519 －

計 33,042,910 19,978,002 2,777,022 55,797,934 15,197 △120,519 55,692,613

セグメント利益又は損

失（△）
△442,845 1,376,050 154,662 1,087,866 5,468 △955,363 137,972

セグメント資産 6,711,372 6,780,447 2,102,632 15,594,451 55,398 2,268,208 17,918,058

その他の項目

減価償却費 79,636 372,137 1,261 453,036 6,795 11,521 471,353

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額
7,932 365,924 － 373,856 － 51,447 425,304

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。

　当社グループは、大手外食チェーン、ホテル、レストラン及び事業所給食等の多様な外食産業等に対し

て、直接販売を中心とした卸売業を行う「外商事業」、小規模外食業者及び一般消費者に対して、現金等

で販売し商品をお客様自身に持ち帰っていただくキャッシュアンドキャリー形式による小売業を行う「ア

ミカ事業」及び、食品メーカー及び食品卸売会社などに対して、貝類を中心とした水産品の卸売業を行う

「水産品事業」の各事業セグメントにおいて、業務用食品等を販売しております。

　したがって、当社グループは「外商事業」、「アミカ事業」、及び「水産品事業」の３つを報告セグメ

ントとしております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　2021年６月１日　至　2022年５月31日）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電事業を含んでおりま

す。

２．調整額は以下のとおりであります。

(1) セグメント利益又は損失（△）の調整額△955,363千円は、本社経費等であります。

(2) セグメント資産の調整額2,268,208千円は、本社資産等であります。

(3) 減価償却費の調整額11,521千円は、本社減価償却費等であります。

(4) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額51,447千円は、本社設備投資額であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他

（注）１
調整額
（注）２

連結財務諸表
計上額
（注）３外商事業 アミカ事業 水産品事業 計

売上高

外部顧客への売上高 40,104,441 21,596,678 3,107,965 64,809,085 16,432 － 64,825,518

セグメント間の内部

売上高又は振替高
951 21,284 157,126 179,362 － △179,362 －

計 40,105,392 21,617,962 3,265,092 64,988,448 16,432 △179,362 64,825,518

セグメント利益 165,714 1,651,255 105,879 1,922,850 7,787 △1,168,559 762,077

セグメント資産 7,679,248 7,229,259 2,532,078 17,440,586 49,185 3,009,956 20,499,727

その他の項目

減価償却費 74,950 371,889 807 447,648 5,996 11,368 465,012

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額
24,858 578,382 5,213 608,453 － 609,400 1,217,854

当連結会計年度（自　2022年６月１日　至　2023年５月31日）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電事業を含んでおりま

す。

２．調整額は以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額△1,168,559千円は、本社経費等であります。

(2) セグメント資産の調整額3,009,956千円は、本社資産等であります。

(3) 減価償却費の調整額11,368千円は、本社減価償却費等であります。

(4) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額609,400千円は、本社設備投資額であります。

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

【関連情報】

前連結会計年度（自　2021年６月１日　至　2022年５月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　国内の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載しておりません。

(2）有形固定資産

　全ての事業拠点は国内にあります。したがって、地域に関する情報は記載しておりません。

３．主要な顧客ごとの情報

　単一の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の10％を超えないため記載しておりません。

当連結会計年度（自　2022年６月１日　至　2023年５月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　国内の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載しておりません。

(2）有形固定資産

　全ての事業拠点は国内にあります。したがって、地域に関する情報は記載しておりません。
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（単位：千円）

外商事業 アミカ事業 水産品事業 調整額 合計

減損損失 18,456 49,518 － － 67,974

（単位：千円）

外商事業 アミカ事業 水産品事業 調整額 合計

減損損失 54,154 44,236 － － 98,391

３．主要な顧客ごとの情報

　単一の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の10％を超えないため記載しておりません。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自　2021年６月１日　至　2022年５月31日）

当連結会計年度（自　2022年６月１日　至　2023年５月31日）

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自　2021年６月１日　至　2022年５月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自　2022年６月１日　至　2023年５月31日）

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自　2021年６月１日　至　2022年５月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自　2022年６月１日　至　2023年５月31日）

該当事項はありません。
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前連結会計年度
（自　2021年６月１日

至　2022年５月31日）

当連結会計年度
（自　2022年６月１日

至　2023年５月31日）

１株当たり純資産額 320円56銭 368円20銭

１株当たり当期純利益 １円30銭 31円33銭

前連結会計年度
（2022年５月31日）

当連結会計年度
（2023年５月31日）

純資産の部の合計額（千円） 4,247,610 5,406,380

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） － －

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 4,247,610 5,406,380

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普

通株式の数（株）
13,250,788 14,683,288

前連結会計年度
（自　2021年６月１日

至　2022年５月31日）

当連結会計年度
（自　2022年６月１日

至　2023年５月31日）

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益（千円） 17,289 424,228

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利

益（千円）
17,289 424,228

期中平均株式数（株） 13,250,788 13,539,713

（１株当たり情報）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

３．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

４．その他

　（1）役員の異動

　役員の異動の詳細につきましては、本日別途公表の「役員人事に関するお知らせ」をご覧ください。
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